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エネルギー源の違いによる熱量単価を比較するとき，ただ単に発熱量当たりの価格を

使用することが多い。しかし，燃料の燃焼熱を使用する場合には，燃焼に使用する空

気量および排ガス温度により，実際に使用できる熱量は大きく変化する。

実際に使用できる熱量当たりの価格を，空気比および排ガス温度に対して計算すると図 1，図 2の

ようになる。排ガス温度が高くなるにつれて熱量単価は急激に上昇する。また，排ガス温度が高い

ところでは空気比によっても大きく変化する。なお，図中の水平線は電気加熱の場合の熱量単価を

参考のために示したものである。

A 重油を空気比 1.3 で燃焼した場合の排ガス温度が 400 ℃と 800 ℃のとき，熱量単価

を比較すると，図 1 より，400 ℃で 1円/MJ，800 ℃で，1.4 円/MJ となる。

（ B 19 ）

●分類　燃料・燃焼

燃焼条件の違いによる熱量単価の変化
B19

解 説

【出所】 高村淑彦：「新・エネルギー管理のためのデータシート」No. 13-1，2 図 1，図 2
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図 1 熱量単価の変化（A重油） 図 2 熱量単価の変化（プロパン）

例 題


